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　何時の世に於ても，其の忽焉εして去來する鮎に於て，叉其の顯著なる形歌

に於て，彗星は人類の好奇心を惹いナこ．勿論多くの無理からぬ想像がその中に

混じり込んだのは言ふ迄もない．

　遊星の蓮動は理論的にニュートンに依って確立せられナこ．而して，彗星の蓮

動も又萬有引力の一・me法則1こ依って説明せられた．故に天文學者の注意は主S

して彗星の他の遊星による擾齪蓮動に向けられ，從って其の正確なる位置の観

測が必要であっナこ．

　然しながら，彗星の物理學的性質の研究は寧ろ無視されて居た．彗星が韻星

及び瓦斯の集團であるε言ふ考へは，以前から可なり一般的に認められて居た

事であるが，然らば，彗星内部に於て，それ等の物質が如何なる物理學的抵態

に構成されて居るかに就いては，吾人の知る所甚だ少い．彗星の尾が最も競る

しいものであり，又興味あるものである事は言ふ迄もない事であり，その鮎に

就いては，多くの天文學者に依ってよく観測もされ叉研究もされて居る．

　彗星の尾の物理學的性質に就いては，ブレデキン（Bredichin）に依って，充分
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に研究され且つ分類されナニ．そして尾の出三方に關しては，多くの假設や設明

がなされて居る・オルバー一x（OlberS）ベツ匂レ（Bessel）丁，ハーシェル（He「schel）

グラハム（Graham）及び其他の學者蓬は電氣的の山鼠力に依るものでありミし，

　アt／ニウス（Arrhenius）シユワルツシルド（Schwarzschild）其他の人々は輻射歴

に依るものS考ヘナこ、叉バーナード（Ba血ard）は『室間には或種のdisturbing

mediumが存在し，彗星がその皿ediumに出遇へば，その尾を粉烈しkり歪めた

りする』S言ふやうな暗示を與へて居る．然しながらアレニウスの輻射厘の理

論が，現代物理學の充分なる研究ε進歩εをもってすれば，多くの黒占に於て難

難もあり叉改正も必要εするけれさも，最も一般に行はれて居り，叉卓越して

居るものNやうに思はれる．彗星の昆を構成する物質の微粒：子が，完全に反射

するものミ假定して，シュワルツシルト（1901）は『輻射歴が重力に優るのは，

微粒子の牛馬の比較的狡い範園内に於て（O．07－1．5y．）起り，此の範圃内に在り

ても，輻射歴は太陽引力の高々18倍にしかならない』ε言ふ事を詮明しテこ．ニコ

ルソン（Nicholson）及び其他の墨者は光の薔力學的理論の立場からやはり同じ

ゃうな結果を得尭．然し此の結論は寧ろ宇宙物理學的に要求される事には矛盾

して居る．何εなれば，分光學的観測の立場から見て，彗星の尾や，太陽紅燈

やコロナの中には躍る光を放つ瓦斯（分子の牛耳正0『8cm）が存在してみるミ画

定しなければならぬからである．且つ又，レN’ヂユウ〈Lebedew）は，　COや，

メタンやプロパン等のやうな吸牧瓦斯の分子には輻射厘の存在する事を，實験

的に謹明しナこ（1910）．最近（1923）グールラツハ及びゴールゼン（Gerlach　and

Golsen）は，彼等の正確なる實験の結果を概晒して『歴力が約IO“6乃至1　O”7

mm，　Hgの煙室中にありては，ラヂオメー一一タ　一の一定のRestausschlagを獲麟

するが，これは純檸なる輻射厘iミして詮特出駆る・此のAusschlagはそこにや

って興る輻射エネルギーに比例し，その輻射の波長には關しない』S言って居

る．そこで’今，この矛盾を避けるナこめに，量子論の立場から簡軍に輻射歴を平

して見よう．

　各個の原子に作用する輻射厘は，色々な量子軌道の電子によって吸牧される

エネルギー生電動量の増加に等しいミ言ふ事は今や一般に認められ來つた見界

である．此の概念ははじめ印度の物理學者メa，ナド，サバ（Megh　Nad

Saha）によって言はれたが，彼の最初の論文に於て（1819）『振撃の段々つみ

：重なつテこ影響は，原子をして太陽紅嬬の割出に於て放出して居るのを観測する
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やうな大きな速度をもたしめるに充分である』ε言って居る．

　例へば，水素線・6563を吸引するやうな原子を考へて見よう．この振動撒を

有する光の一量子の持つ蓮動量はhv／cである．然ろ時は，光の一量子を吸堕

する毎に受ける水素原子の速度は

　　　　　　　　　hv
　　　　　　　v＝一＝60c皿per　second
　　　　　　　　　cm

である．この速度は，水素原子が引力にさからって，輻射駆に依って反譲され

るには寧ろ小さすぎる，故に，これらの爾力が均合ふ爲めには毎秒非常に澤山

の量子の吸牧ミ：再輻射ミを必要εする．幸にも原子の再び形を整へる爲めに要

する時間は10－8秒程度のものS考へられて居る．この値：は非常に大きな吸牧

係撒を假定して得ナこものであって，この吸牧係留も色々の人の手で次第に明か

にされつsありεは云へ末だ知る所少いのである．故に彗星の尾の成生に關し

て，サバが云ふやうな輻射歴の理論は，今日の所，未だ決定しfものεは言

い難い．

　然しながら，兎も角，彗星の尾に關しては，かくも可成充分に研究されて居

る．故に，以下彗星の物理を論ずるに當って，彗星の尾に關する事項は，興味

ある事ではあるが，省略する事にした．

　彗星の他の物理學的性質に關しては，未だ何等定設がないE言ふも過言では

ないやうに思ふ．彗星の密度がεても稀薄なものであるミ言ふ事は何等反封は

ないやうであるが，然らば彗星の眞の質量及び密度は如何？　又何故にかくも

稀薄なる物質が自分自身で光を嚢する事が出來るであらうか？　此れ等の問題

は，皆な問題εして残されて居り，彗星が三韓して居るか否かに就いてすら，

吾入は全くこれを知らないのである．これは一つには，充分に擬測し得る明る

い星が長い期間連績的に観測できない爲である、けれさもそれが光度やスペク

トルに賦する観測材料はかなり豊富に蓄債されて居るので此れ等彗星の物理學

的駄態の研究は非常に望ましい事であり．叉思ふに多くの天歩間に於ける微妙

な關係を知るならば，それは非常に興味ある事であらう．

　此の論文に於て，筆者はこれまでなされた彗星に關する観測並びに理論的研

究の結果を蒐繋し，併せて彗星物理學に於ける當今の傾向を論ぜんミするので
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ある．

　　　　　　　　　　　物理學的性質による彗星の分類

　天艦の分類は，よしそれが淫乱の便利の爲めに設けれナこ一時的のものであ

っても，その根本的性質の重要な分類εなってみる事が屡々ある．故に，

i薙に彗星の分類の二三に就いて極く詰軍に遽べるのも無駄ではなからうE思

ふ．

　　　　　　　　　　（a）　ブレデキンの尾の分類

　　（1）長くて眞直なもの．（1－V・＞12）

　　（2）　曲線になって居て，鳥の羽の様なもの．e一十÷2．2toO・5）

　　（3）短い，肉太な曲つナこブラッシ歌のもの．（1　一1，一÷0．3toO・1）

　藪に1－YJは太陽からの斥力の引力に封ずる比である，これ等の尾の種類は

一つの彗星に同時に見える事も瀬々ある，ブレデキンはこれ等の尾の各型に空

して，假りに化學的元素を附して居るが，今日その説は全く認められて居ない

ので．i藪には引用しない．

　　　　　　　　（b）　バーナードの週期的彗星の分類

　　（1）第一種は長くて，丸みをもち，中央部に幽く緩く光を心して居り，

特に中央に光の強い所はなく，非常にぼんやりして居るもの．直径は1分乃至

五六分．核もなく，尾もない，D／Arrest彗星，1880年のSwift彗星等は此の型

に騒する．

　　（2）　第二は比較的小さく，中央部に判然しない光の強い部分品は核を有

1する．又屡々灌木のやうな形をした尾を有する事がある．　Faye彗星，：Finlay

〈1886VII）彗星等は回れに属する。

　　　　　　　　（c）　ホレチエツク（Holetchek）の分類

　　（1）『核及尾のなき獣態』1895111，1907e等

　　（2）『核が出七つxあり，その後ろに尾が成生しつNあるもの』1907d

〈q＝0．512）Halley彗星（q－0．587）等．

　　（3）近日黒占距離少さく，非常に光強きもので，星のやうな核を有する．

日中でも：望遠窺に依って見る事が出來る，稀であるが，1853HI（q＝o．13）

18471（q・＝O．04），1910a（q＝O．13）は之れに属する．

　　（4）非常に稀なもので，わけて短かい近日鮎距離のもの．核及び尾の一
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部分は日中でも肉眼で見える．18431（q＝o．oo5s）及1882■（q＝o．oo77）は此

の例である．

　ホレチエツクは，箪に地球に近づくこ言ふ事だけでは，彗星は第三或は第四

のものεして分類せねばならぬ様には決してならぬ事を指適して居る．

　　（d）此の外クリチンゲル（Kritinger）は，彗星が太陽に近づくに從って光［

を回す，檜し方に三って，彗星を三種に分けた，然しこの事は詳細に第三章に

於て述べるのでi藪には略しで置く．

第二章　彗星のエンベロープE大きさ

？dl，彗星のエンベロープ

　彗星が比較的太陽に近づく時には，其の頭部は屡々，一連の同心的球殻，

邸ちエンベロープを放出する事がある・　『エンベロープ』ミ言ふ言葉は二つ

の異っt意味に用ひる事が二二る．師ち一は，境界面を意味し，其の外には殆

んさ或は全く物質が拗け出される事がない・他は物質の密度が特に大きな表面

を意味する．Morchouse彗星の場合のエンベロープは後者の意味で，　Donati彗

星，Co鯉a彗星，1910a彗星の如き混合には前者の意味で用ひられた，エツ

ヂントン（Eddington）は此の雨種のエンベロープを喰泉説（Fountain　Theory）

で読明しやうε試みナこ（1910）．モーアハウスの様な彗星の場合には，各々の

はっきりして居るエンn“’P一一プは別々な放出に相當し，其他の彗星の場合で

は，放出が蓮績的におこるのでtl　S“，全罷のおしなべた影響のみが観測される

ものε思はれる・

　籾て，此の噴泉説を二三し，エツヂントンに從って，其の放出の遽度を計算

し，太陽からの斥力に依る加速度を計算して見よう．放出が起る場合に，放出

された物質がエンベロープを作るに必要な位置に達するには相當の時間を要す

る．更に叉，エンベロープは皆な同じ瞬間に形作らるNものではない．先づ其

の向日貼の部分が出來，次第にエンベローープは廣がってっいに太陽ε反封の側

に及ぶ．

　今Vを放出の速度εし，gを太陽からの斥力による加二度εする．第一・ma

に於て，座標の原貼を核の中心にεり，x軸を太腸から0に結ぶ直線にε

る．
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　然る時はox軸ε（180。一a）なる角度で放出された微粒子は，　t時間の後には

次の襟な位置をSる，師ち

　　　　　　x＝一　vt　cos　ct　＋Sgt2

　　　　　　y　＝＝　Vt　sin　ct

　此の雨式からαを追ひ出せば，

　　　　　　一il－g2t‘　一　（V2＋gx）t2　＋　x2＋y2　一一　O　．．，，．．，．．．．，．．，．．，．．．．．（　1　）

　此の方程式が實根を有する爲めの條件は

　　　　　　政響（　　　V2x十　　　2g）

かくしてエンベロープは次の方程式によって與えられる樋物線ミなる．帥ち

　　　　　　ゾー・・（・＋・）藪に・一量

（第一圖に於てこの樋物線はPLAL’P’で表はしてありa＝OAである．）

放出された物質がエンベロープ上の一鮎に達するに要する時間は（1）の式か

ら出す事が出來る．エン・“’m一一プ上の鮎に封しては，其の方程式が等根を有す

るミ言ふ事を考に入れNば，直ちに…次の式を得る．

　　　　　　÷…イ・・＋・…＝・＋・・
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而して　・一》聾・。・ぜ一、ノ亙〆諏互

　　　　　　　　　　　a　cr　　　　　　　　　　　o　te
　然し，g及びVを計算する此の方法は，物質の放出か定常の堅剛になった

時のみ慮用が出來るので，若しそうでなかったなら，エンベロープは回韓樋物

忌ではなくて，少しちがって來る．

　これ等の考察から，エツヂントンは，モーアハウス彗星について，窟眞板か

らaミxミを測定する事に依って，そのエンベロープの物質に作用する太陽

の斥力を計算しナこ．彼に依れば，此の斥力の作用は（｛＝102乃至103程度のも

のであるが）尾の物質に作用する：斥力よりも10倍乃至lOO倍大きい．此の彗

星のエンベロープは，エツヂンFンが主張するやうに，非常に暫時ののものN

やうに観測されナこ．然し斥力についてかくの如き三二を認める事は困難であ

る，何ミなれば，エンベロープを尾S判然匠別する事が出來るか否か明らかで

ない．三際エンベロープが段々嚢展して行くに七って，漫然尾E混り合って居

るやうに見える．然し，必ずしも叫よエン・“’ロープ及び尾に於て一一定でないか

も知れない．何ミなれば，此の爾者に於て物理學的歌態は等しくないかも知れ

ないからである．

　放出される速度も又エッヂントンに依って計算されたが，毎秒10乃至100

：Kmsの程度のものである。

　ノ、レー彗星0）揚合の尾の中の“nuages”の蓮動を検査して，オルロフ（S．

Orlov）は，斥力1－P＝40位であるε言ふ事を三見しf．これがグラーフが

描いた最も光の強いエンベロープに相回するものだεして，ヴセチエヴイやF

スキー（S．Vsechzvjatsky）1よエンベロープIIに封ずる最初の速度Vを次の如

く見出しナこ．即ち

　　　　　　V　＝・　O．172乃至5．12K：m／sec

　2．エンペロロブの成生

　　　　　　　　　　（a）　エンベロープの噴泉説

　此の読に依るε，彗星の核から微粒：子が，太陽の斥力の下に，太陽に向つた

牟球に於いてすべての方向に等速度を以て放出されるものミ假定する．（太陽ε

反射側の牟球はエンベロープを作るにあつからない．）そしてそれ等微粒子の軌

道のエンベロープは回韓施物農を構成し，その焦躁が丁度彗星の核になって居
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る．此の読はペツセルやブレデキンやエツヂントン其他の學者に依って探用さ

れた．此の四界に從へば，相催いだ瞬間に，異れる微粒子がエンベロープを作

るものε考へねばならぬ・そして，一つのエンベロープの位置の攣化は，その

物質が移動するこ言ふ事ではない．

　エンベロープの噴泉説の謹嫁εして，エツヂントンは次の様に説明して居

る．師ち，先づ第一に，實際多くの丁合に，太陽の方に向いk，物質の扇形の

噴泉を見る事が出來るが，判れは此の説が要求する所のものである．第二に尾

部では少しでも形のくつれ様ミして居る時には，後に撮つナこ窩眞程明瞭を鋏い

て來るのに，エンベロープでは始めぼんやりSして居ナこものが次第次第に濃く

なり制然εして掌る．勿論之れは，『喰泉下』で言へば，エンベロープが牧町

して解る當然の結果である．

　然らば，如何なる原因に依り，」叉如何なる有様に，微粒子はエツヂントンが

re・一アノ、ウス彗星の場合に計算しナこやうな大きな速度をもつて放出されるので

あらうか．かくの如き速度が輩に物理學的厘i力のもεで逃げて行く瓦斯中に生

する事が出塁るεは考へられないやうである・此の困難をさける爲めに，エッ

ヂンbンは，忘種の電尊母か或は放射能的の作用を假撫する事に傾いて居るや

うに見える．

　　　　　　　　（b）Nichols及びHuUの暗示（1903）

　彼等の考へによれば『彗星の頭部に輝けるエンベロープは，膨脹，冷却する

事によって凝結が起るやうな高さに形成されるものミ考へられる・こxでは紫

苧から受ける光子は最大値に蓬し，エンベロープ内の微粒子は後方に追いやら

れて，尾を作るに至るであらう．』

　核の物質が蒸冠するのは，太陽から核が受けεつた熱の一部分を費して起る

ものミ考へられる．そして，核からエンベロープまでの蒸氣の一般上昇氣流は

より強く熱せられた中心部からの封流に蹄せられる．

　批の暗示にi封ずる難貼は次のやうなものである．師ち，何故に凝結が殆んさ

瞬時々々に回韓四物中の表面に治うて起るか．そして叉，特に，何故に，この

凝結が太陽ミ反蜀の側に於ては，太陽の剣よりも遙かに高い場所で起らねばな

らないのか．等々．

　　　　　　　（c）MacheのDiffusion　Theory（1924）
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　Macheの考へに依れば，『彗星が，太陽から非常に大きな速度をもつて流れ

去って居る瓦斯の中に入って來るS，彗星の核から成生される瓦斯は，共鳴を

なすだけに，少くεもそれに充分なだけ刺戟されないであらうから，太陽の方

に引かれる事になる，先づ太陽から遠い距離に於て球形のエンベロープが成生

される．段々太陽に近づくに從って核に封しエンベロープの後方に除々に延び

て，遽には断面が核を焦粘εする提物線εなる．そして此の揚合には核の上方

の断面は次第に小さくなって行く．』

　此のdiffusionの過程はMacheによって，ブンゼン燈の炎の瓦斯の中に

分散するソヂウム蒸氣の場合について，歎學的に謹明されナこ．然しながら，彗：

星の場合には事情が幾分異って居る。何εなれば，太陽から流れ出て行く瓦斯

なるものが野際存在するか否か吾人は全く知る所がないからである．

　之等の設の當否を決定するには，もつS細心な考察が必要であらう．然しそ

れは此の論文の主なる目的ではないので，此の方面の問題は他日にゆつる事に

する．

？！5．彗星の大きざ

　彗星の構造から豫期されるやうに，彗星の實際の大きさは非常に大きい・師

ち，大きな核を有する例ミしては其の直径：

　　　　1845　iii彗星＿＿＿＿＿＿．．＿．＿＿＿＿＿8000哩

　　　　1858年のDOnati彗星＿。＿＿＿．＿＿．．．．5900哩

　　　　1815年の彗星＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿＿＿5300哩

　　　　1825ivの彗星＿．．，．，．．．．．．．＿．．，．．．．．，＿．．＿5100哩

小さな核を有する例xSしては其の直径：

　　　　1798i彗星＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．．．．＿．．＿28哩

　　　　1806i彗星＿＿＿＿＿＿．．．＿＿＿＿＿＿．．30哩

　　　　1798　li彗星＿＿＿＿＿＿．。．＿．。…．．＿．．．＿125哩

　　　　1811i彗星＿＿＿＿＿．＿＿＿＿”．＿．＿．428哩

コーマの大きな例は（直脛）

　　　　1811i　彗星．e．．．．．．．．．．．．。．．．．．．．．．．．．．．亀，．．　1，125，0000里

　　　Haley彗星………＿．＿＿＿．＿＿＿．．．357，000哩

　　　Encke彗星（1828）．．．＿＿．．．．．．．．．．．＿，，．．312♪000哩
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L一．・

小さな例では

　　　1847v彗星＿．．．，．．．…＿。．．．＿＿＿＿＿＿18，000哩

　　　1847i彗星＿＿．＿．＿＿＿．．＿．＿．、＿25，000哩

　　　184gii彗星＿＿＿＿，＿．．．＿＿…＿＿＿51，000哩

惹4・彗星の大き湿の愛山

　彗星が太陽に近づく時には，其大きさが牧縮し，再び太陽より蓮かるに從っ

て其の大きさが膨脹する事はよく知られて居る事實である．次の例は此の事實

をよく謹明する．

　　　　　　　　　　　　　D。nati彗星

　　日　　付

1858年　7月　　19日

　　　8　　　30

　　　9　　　8

　　　9　　　23

　　　9　　　？9

　　　ユ0　　　5

　　　10　　　6

　　　10　　　8

　　　10　10

　　日　　付

1807年　 9月　　18日

　　　10　20

　　　　　21

　　　　　22

　　　　　2r）

　　　　　25

　　　　　31

　　　11　　3

　　日　　付

1838年　10月　　　9日

　核の直径
5”・・…　四・・…　9・。　9，020粁

6　．．．・・…．．．．．・．　7，500

3　・…一・・．．．．…　3，200

3　．．．一．．．．．．．．．．　2，060

　近日黙通過

1．5　”一一．．．．”・．．　640

3．0　”．・・．．．．．．．　］．290

　　　　　：
4．4，　．．．一．．．．．．．　1，800

2．5　．．．・・鴨．．．．．　1．010

1807年の彗星
太陽からの距離

　　O．68

　　e．92

　　0．94

　　0．94

　　0．96

　　0．99

　　1．08

　　1．12

　Encke彗星
太陽からの距離

　　IA2

コーマの直径

近日黒樋過

190，000粁

200，000

21vrr，ooO

223，eoo

252，000

0．s6，eoo

32・O，OOO

コーマの直径

453，000粁



12 彗星の物理學的性質（竹田）

　　o．5

11月　6

　　1．3

　　16

　　20

　　23

　　24
12月　12

　　14

　　16

　　17

　　19

9
0
8
3
6
1
9
9
6
5
4

1
0
8
8
7
7
6
3
3
3
3

1
。
L
α
q
O
。
α
α
q
α
0
。
0
。

194，000

126，000

119，000

102，000

go，Oeo

62，000

48，000

10，60u

　8．800

　6，800

　4，800

近日黒占蓮過

壱5．大験惑の攣化を如何に醗明するか

　拐て，彗星が太陽の近傍を去面するに立って，其の直径が牧縮し膨脹する事

・は観測に依りて確定された事as　E考へてよい。然らば如何なる理由に依りて此

の融化が起るか？之れに封ずる確定的解答は未だ與へられて居ない．ジョン・

ハーシェル卿は塗れに推して次の如き噌示を與へた．師ち，此の攣化は立際の

攣化ミ言ふよりも寧ろ光學的現象であって，帥ち太陽の近傍に在りては，彗星

物質の或一部分が，恐らく太陽熱の爲めに蒸嚢されて見えなくなる事，恰も霧

が太陽の光に逢うて清失するか如くであらうこ．然し此の説は容易に承認する

事は出來ない．

　此の現象に關して新城教授は，太陽からの張い輻射熱によって，彗星の頭部

にある物質が急激に蒸獲する，其の反作用εして，此の現象を説明し得るであ

らうミ考へられた．荒木助歎授は，旧く簡輩な場合に就いて，此の考へを撒學

的解折に依って謹明1926年四月，東京に於ける日本撒學物理學會総會に於て

嚢表された．然し，それは可なり複雑な藪式であり，叉爾深い考察も必要ミす

る馳もあるεの事であるから，藪には省略する．

　勿論斯くの如き解折は，多くの假定を含んで居り，叉一居充分な研究をする

儒めには，いくらか補正する必要もあるであらうが，然し，新城教授の根本概

念は，彗星が太陽近くで牧縮し，再び遠かるに從って復奮するε言ふ事實を説

明する唯一の合理的説明のやうに思はれる．
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　最後に注意すべきは，彗星の頭からの蒸獲は，其の表面から一様に起るもの

ではなく，幾分は彗星全罷に太陽からの斥力の如く作用するかも知れない．從

って，太陽の引力の逆二乗の法則に極く小さい違いを生するかも知れない．若

しそうであるこするならば非常に正確に彗星の運動を観測する事に依って，彗

星の質量を計算する事が出來るかも知れない．然し此れを見出す事は非常に困・

雑な事であり，加ふるに，反作用の如何程が，實際斥力或は牧縮力εなって作

用するかは，何等知る所がない・故に現在のhR態では，箪に此の暗示に満足す

るに止まり，：更に詳細な知識は今後の研究にまナこねばならぬ．（瞬く）

フアウストー天上の選書より（第一頁参照）

　昔の儘の節博士で．同胞の星の群ホ

日に合唱の音為立て、みる・

そし》（霞目liの歩み准・し一て

極まつナこ軌蓮た行く所まで行く．

天使の中でff一一人その理た知ってにるね

が，

それた見7こばかりで，天th　［t皆強みた寛

えろ．

天地のなりいでた日に較べても，不思議

な崇高な配物は同じ荘嚴な保って居ろ・

　そして早く・不可思議に早・く

美しい大地がみつから回韓してみる．

天下のやうな明るさt

深い恐ろしい夜tが交代する・

巌石の盤み成ぜる深レ、底力→ら

幅硬い潮流々なして海［i泡立つ・

その巖も海も・永蓮に早い軌道の歩に

引き入れられて，共に廻るのであろ・

　そして海から陸へ・陸から海へ

暴風匡怒干して往き，怒卸して返る・

その往いてi！1twろ競璽で，吹き過ぐる胤

園に深甚なる作用の連鎖が作られる．

tもすれば雷電の破壊の焔が

撹の行く一く　［：　燃え上がろ．

然し圭よ，川場の使徒等ば

田柄の世の穏かなる推移な敬ってみる。

　天使の中で誰一人御身の心奄知ってlt、

ゐぬが，

これ潜見たばかりで，天使は皆強み為豊

えろ．

そして御嵩が造れる一切の崇高な萬物匡．

天地のなりいでた日t同じ荘嚴た保って

るる．　　　　　　　　一森鴎外i澤一
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　　オUオン星座にある著るしき晴霜露■

　見上げるナリナンの1三つ星」の左端，セータ星のすぐ灘南に臨いて，輝やく星

雲ホ暗黒の星雲εが，それぞれ，西ピ東ミから押し合ひ，ひしめき合って，宇宙成

生の物凄い活劇た見’t！tてるる．　　それに一千光年奥深い天の一偶で・

　雌の爲眞1エヰッソン山の「百吋」で撮ったものである・セータ星の◎やきが爲眞の上

輪な明ろくしてみる・中央に近く，明瞭な輸廓の曲線が明暗の境界た書して，「蝕（む

しば）まれた星雲」の奇形々見ゼ（みろ・


